
（別紙） 

環境配慮として取り組む事項  
 

※ チェック欄＊は重点項目、無印は努力項目 

１ 自然環境及び周辺環境 
チェック欄 環境配慮として取り組む事項 

□＊ 会場の選定にあたっては、既存施設の利用を優先する。 

□＊ 
会場周辺の整備にあたって開発を伴う場合は、会場周辺の動植物の生態を
十分調査するとともに、自然や生物の環境に配慮した工法を採用するなど
環境への影響を最小限にとどめる。 

□＊ 排水、騒音、振動、照明、悪臭の発生に際しては、周辺環境の保全に努め
る。 

□＊ イベント開催に伴い自然を改変した場合は、可能な限り原状回復を行う。 

□＊ 植樹、魚の放流、放鳥等を行う場合は、生態系への影響に配慮する。 

□ 毎日のイベントの終了時には、会場清掃を行う。 

□ 風船等の物品を使用する場合は、環境に害を与えない素材を使ったものを
使用する。 

２ 廃棄物 
チェック欄 環境配慮として取り組む事項 

□＊ 廃棄物の発生をできる限り抑制する。 

□＊ 

ストローや食器などの使い捨てプラスチック（ワンウェイプラ）製品の使

用をできる限り控える。 
※ 飲料用ペットボトルは、分別し資源化することにより再利用されるた

め、ワンウェイプラには含まない。 

□＊ 
飲料用ペットボトルを販売及び提供する場合は、ペットボトル本体、ラベ

ル、キャップの３分別による回収をし、資源化を徹底する。また、参加者

に趣旨を伝え、参加者自らに分別を依頼する。 
□＊ 再利用又は再生利用可能な物品の使用に努める。 

□＊ 
物品販売をする場合は、マイバッグの持参についてのお願いをポスター、

チラシ等の広告物に掲載し、ポリ袋の使用はなるべく控える。 
□＊ 廃棄物は、会場がある市町村に事前に相談し、分別のルールに従う。 
□＊ ごみ集積所は参加者に分かりやすく周知する。 

□＊ 

ごみ分別ラベルについては、環境省の「大規模イベントにおけるごみ分別

ラベル作成ガイダンス」を参考に作成する。 
https://www.env.go.jp/recycle/waste/event/guidance.html（環境省ＨＰ） 
主な内容は次のとおり 
〇リサイクルする資源ごみは「リサイクルマーク」を表示するほかピクト
グラム（絵文字）には、分かりやすいテキストを合わせて使用する。 
〇日本語の表記に加え、来場者が認識できる言語を選択して併記する。 

□＊ 
チラシやポスターなどの印刷物は、枚数を精査し、残部の発生を抑制する

とともに、余った印刷物等は、主催者が持ち帰り、資源化する。 

□ ごみの集積場所にごみの分別方法を案内するスタッフを配置する。 

□ 会場内デポジット制度を実施する。 

□ 展示物、装飾品等の設置物は、できる限り、再利用品を調達する。 

□ 仮施設を設置する場合は、再利用を前提にリース物品を使用する。 

□ 展示物、装飾品等の設置物は、できる限り、イベント終了後も再利用する。 

□ 納入業者、参加業者に対し、ごみを持ち帰るよう指導する。 

□ 
ごみ集積場所を設置しない場合には、一般参加者に、帰路の途中で廃棄す

ることなく、ごみを持ち帰るよう呼びかける。 



□ 
参加者がごみの３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の必要性につ

いてわかるようＰＲする。 

３ 交通 
チェック欄 環境配慮として取り組む事項 

□＊ 環境負荷の少ない交通手段による来場を呼びかける。 

□＊ 会場の選定にあたっては、公共交通機関の利用を考慮する。 

□＊ 
公共交通機関の利用が困難な場合は、シャトルバス等の代替手段などの環

境負荷軽減策を講じるよう努める。 

□＊ 

納品業者、設営業者等に対し、グリーン配送（県機関への納品等における、

低公害車の使用及びエコドライブの実施による環境に配慮した物品等の

配送）を依頼する。 

□＊ 
主催者及び関係者が車を利用する場合は、低公害車の使用及びエコドライ

ブの実施に努める。 

□ 公共交通機関を優先した来場経路の確保や交通規制を実施する。 

□ 主催者及び関係者の会場集合は、公共交通機関を利用するよう努める。 

□ 主催者及び関係者が車を利用する場合は、乗り合わせをするよう努める。 

４ ＣＯ２削減・省エネルギー・省資源 
チェック欄 環境配慮として取り組む事項 

□＊ 調達する資材等は、「神奈川県グリーン購入基本方針」に基づき調達する。 

□＊ 
イベント用グッズを製作・販売する際は、「神奈川県グリーン購入基本方

針」に準じて、環境に配慮した物品を優先する。 

□＊ 

外部委託を行う場合は、「神奈川県グリーン購入基本方針」に基づき委託

を行うほか、委託仕様書に「環境にやさしいイベント基本方針」に定める

「環境配慮として取り組む事項」に記載した項目に準じて環境配慮項目を

明記する。 

□＊ 照明を使用する場合は、周囲の状況に応じてこまめに調整する。 

□＊ 
空調を使用する場合は、できる限り、省エネ温度（夏２８℃、冬２０℃）

を目途として設定する。 

□＊ イベントの広報には、インターネット等を活用する。 

□ 
電力を使用する場合は、できる限り自然エネルギーを利用する（太陽光・

熱、風力、バイオガス等、グリーン電力証書の購入を含む）。 

□ 
外部委託を行う場合は、できる限り委託仕様書にグリーン電力証書購入を

明記する。 

□ 
施設を設置する場合は、間伐材の利用や高断熱、自然採光等の省エネ工法

を活用する。 

□ 節水型トイレや雨水利用システム等の省資源型設備を導入する。 

□ 食材は、できる限り地場産のものを調達する。 

□ 展示パネルは、できる限り既存のものを活用する。 

□ 環境負荷につながる経費（印刷代、エネルギー使用料等）を削減する。 

□ 
スタッフが使用するユニフォームなどは、リユース可能なものとするた

め、ロゴ・デザイン等を配慮する。 



５ 普及啓発 
チェック欄 環境配慮として取り組む事項 

□＊ 参加者・関係者に対し、環境に配慮したイベントである旨を広報する。 

□＊ 
会場内では、掲示や説明等により実施している環境配慮項目を来場者に分

かりやすく知らせる。 

□＊ 
物品の販売を行う者には、「神奈川県グリーン購入基本方針」に準じて環

境に配慮した物品をできる限り扱うよう協力を要請する。 

□ 

イベント開催時には、会場周辺の清掃に努める。清掃に際しては、主催者

から環境保全への理解を呼びかけ、清掃への協力を要請するなど、イベン

ト全体として環境配慮することに努める。 

□ 
イベントの実態に応じて、参加者が環境配慮を学習、体験できるようなイ

ベントの企画・運営を行う。 

６ 運営体制 
チェック欄 環境配慮として取り組む事項 

□＊ 実施計画、運営マニュアル等において、環境配慮項目を明記する。 

□＊ 
主催スタッフ、ボランティア、出展者等への事前説明において、環境配慮

の趣旨や内容を伝え、実施の徹底を求める。 

□＊ 
会場周辺の住民や来場者から環境に関する苦情・要望が寄せられた場合へ

の対応として、責任体制を明確にし、即時に対応できるようにする。 

□＊ 
関係機関・市町村と共催等を行う場合は、環境配慮について十分な協議・

連携を行う。 

□＊ 
火薬・薬品その他の危険物を使用する場合は、管理責任者を設定し、適正

な使用・管理を行う。 

□ 
環境配慮を担当するスタッフを選任し、企画段階から終了後までの環境配

慮を進行管理する。 

 


